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け
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餐

主

義
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分

業
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義

と

の
接

近

(其
こ

田

中

金

司

一

ほ

し

が
き

誰

が
工
業
金
融
(特

に
設
備
資

金

の
調
達

に
就

い
て
云
ふ
)の
負
拷
者

た

る

べ
き

や
は
金
融
組

織

上

の
重

要
問
題

で
あ

る
｡

此

の
鮎

に
陶

し
'普
通
銀
行
が
預
金
銀
行
業
蕗

を
営

む
か
た
は
ら

之
を

発

給
行
ふ

べ
L

u
在
す
食
費

主
義

だ
'普

通
銀

行
は
預
金
銀
行

の
領

域
を

固
-
守

っ
て
工

業

金
融

は
他

の
楼
蘭

に
委

す

る
を

可

}J
す

る
分
乗
重
義

の
対
立
が
存
在

す
る
.
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し
て
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逸
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第
三
十
八
巻

(
七
五
六
)

論

説

L
ゆ
銀
行
制
度
に
於
け
ろ
液
瞥
主
義
と
分
業
主
義
の
療
近
(其
I)第
五
塀

二

は
食
費

主

義

の
典
型
図

yJ
し

て
英
国

は
分
業
主
義

の
模
範
図

と
し

て
鮮

か
雀
畢
照
を

覆
し
､偽

騎

西
は
猶
逸

に
近
-
米
国

は
英
国

に
準
す

る
も
の
}J
し

て
英

猫
南
国

の
問

に
位

す
ubQ
だ
見
ら

れ

て
ゐ
る
O

之
等

は
我
観

に
於

七
も
既

に
多

-

の
先
輩
渚

単
著

に
よ

っ
て
諭

せ
ら
れ
寧
ろ

衆

知

に
す
ぎ

た
事

柄

で
あ

っ
て
今

更

私

の
繰
返

す

を
須

ゐ
有

い
所

で
あ
ら

う
.

rJ
の
小
満

の
目

的

は

乙
の
食
費
'分

業

の
爾
重
義

の
対
立

が
如

何
在

る
荒
皮

に
於

て
接
近

し

っ
ヽ
あ

る

か
'
(読

は
如

何

覆

る
程
度

に
於

て
僻

存
在
し

て
ゐ
る

か
ど
云
払

換

へ
て
も
結
局
同

じ

TJ
E
で
あ

る
)

を
し

て
其

の
接

近

が
如
何

在

る
形
式

に
於

で
賓

現
n
れ

る

か
'ビ
云

ふ
や
う

有
難

に
就

い
て
自

分

の
観
察

の

l
端

を
述

べ
る

の
に
在

る
｡

抑

も

一
国

の
銀
行
制
度

は
其

の
国

の
敢
禽
状

態

が
産
ん
だ
自

然

の
晃

で
あ
ら
'之

を
育

て
る

に
長

S
歴
史

だ
倦

演

じ
を
以

て
し
た

も

の
で
あ

る
O

個

々
の
図

の
銀
行
御
慶

は
其

の
産
れ
出

で
た
時
期

に
於

て
夫

々
選

っ
て
居
り
東

の
教
生
時
代

に
於
け

る
経
済

的
盛

梓

的
､及

び
敢
骨
的

健
件

に
於

て
亦

決

し

て
飼
様

で
在

S
｡

諸
国

に
各

々
特
有

覆

る
金
融
組

織

の
教
蓮

を
見
先

の

は
素

よ
り
雷

魚

の
乙
と
で
あ

る
が
東

代
文

明
国

に
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け

る
審
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状
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が
著

し
-
均
等
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し

っ
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に
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み
'又
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の
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は
を

の
鉄
櫓

に
東

皆
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義
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園

は
そ

の
窮
鮎

に
益

々
目
醒

め
つ
つ
あ

る
革
質

よ
り
寮

す
れ
ば
'銀
行
制

度

に
於

け

る
各
国

の
相
異

為
次
第

に
薄
ら
ぎ
街

-



べ
き
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獲

で
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O

絡

し
乍

ら
倦

弟

の
カ

は
強

S
o

既
存

の
制
度

は
し

か
-
容

易

に
蓉

革

を

見

る
も

の
で
は
在

S
o

各
国

の
金
融

組
塵

が
俸

銃

の
把

持

よ
h
全
然
白

由

に
在

る

rJ
ビ
は
殆

せ

不

可
能

で
あ

ら

う
O

而

し

て

乙
の
接

近

を
促
進

す

る
カ

ビ
之

を
阻

止
す

る
カ

ビ

の
問

に
於

け

る
滑

長

は
要

す

る
に
各
国
感

時
代

の
革
質

的

倦
件

に
よ

っ
て
決

定

n
れ
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JQ
の
ビ
云

ふ

よ

ら

外

在

S
｡

先

づ
猶
逸

に
就

S
で
説

-
｡

猫
逸

大
銀
行

の
特
色

は
琵
券

銀
行
業
務

ざ
預
金
銀
行

業
捗

と
の
給
食

に
在

う

ど
せ

ら
れ

て

ゐ

る
が
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の
給
食

に
於

て
雨

着

の
各

々

が
青

む
る
重
要

芸
は
如

何

に
鍵

遷
し

た

で
あ

浅
う
か
O

〓

濁
逸
に
於
け
る
讃
穿
銀
行
･預
金
銀
行
の
分
離
問
題

猶

逸

り
大
銀

行

は
其

の
登

壇

の
廟
期

に
於

て
は
'起
菓
金

融

を
寧
ろ

藍

覆

る
職
分

k)
し

て
ゐ

先

の
で
あ

っ

て
遼

東
約

に
暫

金
銀

街
業
務

の
経
費

に
進

み
出

し

て
秀

光

の
は
少

く

ど
も
ド
イ

ッ
銀

街

が
其

の
設

婁

山
武

七

〇
年
)後
節

亀
有
-
晦

に
預
金
麟

(i)ep
os
itenkasse)
の
設
置

に
よ

っ

て
璽

息
預

金

の
吸
収

に
努

ひ
る

に
至

り
死
後

の

乙
だ
に
属

す

る
二

相
eA
st禦
sq
r;S6S6badn.ken)
他

の
大

飯

街

は
勧

め
は
速

遇

し

な

が
ら
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か
し

や

が

で
決
意

を
園
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ド

イ
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銀

行
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に
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つ
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行
制
度

にこ於
げ
ろ
簸
皆
主
義
と
･分
業
主
義
の
接
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(
其
〓
第
五
城

田

だ

か
ら

l
八
七

〇
年
以
前

に
於

七
は
預
金
業

務

の
蓉
蓮

は
殆
昏
見

る

乙
だ
が
出
番

覆

い
0

7

-

ジ
ャ

フ
♪

タ
ゼ

ソ
銀
行
粗
食

の

一
八
五

〇
年
に
於

け

る
営

業
報
告
中

の
次

の

7
節

は
摘
逸

大
銀
行
督

時

の
経
営

方
針

一
般

を
談

っ
て
ゐ
る
も

の
}J
見

る

rJ
だ
が
出
凍

る
.

日
-
､

東

金

は
や
V
el･W
altun
g邑

(細
鰯
紬
は
幣

完

哨
)

と
の
協

議

の
結
果
定

ゆ
光

る
方
釦

に
従

8
'7号

月
'六

ケ
月
､及

び
十

ニ
ケ
.月

の
通
知
期
間
を
有

す

る
も
の
に
限

わ
之

を
収
受

す
.
(中

略
)｡
よ

り
安

易

在

る
僚
件

の
下

に
預
金

の
増
加

を
は

か
る

こ

亡
は
望
ま
し

か
ら
す

ご
倍
や
.

寧
ろ

我

々
は
銀
行

の
性
質

上
可
能

在

る
限

-
､且
顧
客

の
利
益

だ
撞

著

せ

き
る
限

り
に
於

て
乗

務

の
鮭
鷺

を
可
及

的
,自

己
資

金

の
み

を
以

て
遊
行

せ
ん

乙
亡
を
欲

す

る
｣だ
.
(糊
紺
Ser
∵I
bid･W

要
す

る
に
一初
期

に
あ

つ
て
は
預
金
銀
行
業
蕗

は
葦
穿

銀
行
糞
務

の
背
後

に
魔
迫

さ
れ

て
ゐ

た

形

で
あ

る
.

怨

る
に

ご
八
九

〇
年

頃

に
於

て
は
預
金
初

め
外
衣
資

金

の
額

は
'自

己
資

金

の
額

だ
伯

仲

の

∫

状

態

を
毒

し
'其
れ
よ

ら
前
者

は
年
毎

に
迅
速

在

る
歩
調

を
以

て
後

者

を
凌
駕

し

て
行

つ
允
o

(餓
讐

即
ち
tよ
り
多

-
語
券

銀
行
た

h
L
猫
逸

の
大
飯

街
は
文
字

通

り

の
粂
貸

銀
行

の
色

彩

を

強

め
て
家
光

の
で
あ

る
｡

従

っ
て
預
金

を
以

て
長
期

の
投
機
的
業

務
を
兼
営
す

る
rJ
だ
の
危

橡

が
漸
-
識
者

の
故
意

を
惹
き
'預
金

の
安

登
問
題

は
十

九
世
紀

の
末
菜

必
凍
次

第
に
喧

し
-



懲

り
て
家
雪

を
れ

に
蘭

聯

し

て
語
穿

銀
窄
預

金
銀
行

の
所

謂
分

離
問

題

(T
re
nr)ungsp1.Obtem
)

在

る
も

の
が
論
議

に
上

り
出

し
'爾
凍

其

の
聾

を
論
壇

か
ら
絶

た
在

S
o

分

離
論

の
誕

生

だ
生

存

と
は
斎
営

重
義

に
封

す

る

f
つ
の
大
き

覆
挑
戦

で
あ

っ
て
大

に
注

目
す

べ
き

現
象

で
ぁ
る
｡

次

に
其

の
大

隈

を
記

る
を
う
0

食
費

主
義

を
帝

護
す

る
者

に

ク

ェ

-
.',1
エ
ア

ド

ル

ヱ

.

ク
ー
サ

ー
ジ

ッ

プ
工
等

の
有

力

在

る
寧

者

が

ゐ

る
が
'預

金
銀

行

だ
苦
界

銀
行

の
離

婚

に
ま

わ
猶
泡

の
銀
行
樹
皮

を
英

図
式

分

業

重
義

の
上

に
据

へ
ん

W
す

る
論

者

に
も

ワ
グ
ナ
ー

を
初

め
著
名

在

る
人

に
乏
し
-

覆

い
0

分
嘩

論

者

の
童

在

る
諭

接

は

云

ふ
ま

で
も
在
-
粂
鐙

主

義

が
銀
行

の
積
嘩
滑
極

両
業
務

調

和

の
原

則

に
針

か
h
預

金

の
基

礎

を
危
-

す
る

三

H
ふ

に
在

る
が
責

の
提
集

の
形
式

は
色

々

で
あ

る
｡

l
八
九

二
年

フ
ラ

ン
ク

フ
ル

･L
の
大
個
人
親

行
家

た

る

ツ

エ

ー
ザ

ル
｡ス
ト
ラ
ク

ス
は
猫
逸

各
国

に
互

ち
贋

大

在

る
支
店

網

を
競

る
私
立

の
統

一
的
純

預
金

銀
行

の
設
丑

を
提
唱

し
､
一
九

〇
四
年

オ

ッ
ト
ー
･ワ
ル

シ
ャ
ワ
-
教
授

は
国
家

的

在

る
大
預

金
銀

行
(R
eich
sd
ep
ositen
b
al,k)
及

び

聯

邦
各
州

の
聴

許
的

預
金

政
行

(Staatsdepositen
b
an
k
en
)
の
設
立
集

を
教
表

し
允
｡

ワ
ル

シ

ャ
ワ

-
教

授

の
提

唱

に
か

1
る
此

の
帝
国

預
金

銀
行

は
帝
国

政
府
痢

政
府

及

び
都
市

の
負
債

夜

行
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げ
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分
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義
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近
(其
】)第
五
取

立



第
三
十
八
饗

へ
七
六

〇)

論

説

現
行
制
度
に
於
げ
ろ
誰
督
主
義
を
分
業
主
義
の
墳
近
(其
〇
第
玉
髄

六

乗

務
乃

至
地
方

叉

は
都
市

の
土
地

を
抵
皆

だ
す

る
貸
付
を
宥

ふ

乙
だ
恕
許

さ
る

J
も
東

の
主

菜

だ
す

る
餅

は
預
金

の
収
受
三

ケ
月
以
内

の
手
形
割
引
'小
切

茸
動
産

揖

保
貸
'乃

至
昏

座
袋

等

の
短

期
信

用
業
務

の
審
垂

に
在

る
O

後
家

の
澄
穿

銀
行

も
預
金

の
収
受

を
績

け

る

こ
己
を
禁

せ
ら

る
:/
の
で
は
在

S
が
'資

本
金
(金
額

沸
込
)の
二
倍
以
上

の
預
金

を
収

受

す

る
o
rJ
E
は
許

さ

れ

覆

い
O

を

の
上
に
特

に
厳
葺
在

る
形
式

に
よ
る
貸

借
醤

照
表

の
頻
繁

在
る
蓉
表

を
強
制

さ

れ

る
O

か
-

の
如

-

に
す
れ
ば
詮
穿

銀

行
は
法
定

の
限
度

以

上
に
預
金

を
吸
収

す

る

乙
だ
を

得

在

い
乙
W
は
勿

論
､詳
細

在
る
営

巣
萄
開
毎
J
栢
▲鼎
琴

金
.aJ
希
望

す

る
預
金

は
次
第

に
謹
穿
銀

行
勧

轟

か
'結
局

投
機

的

在
る
鐙
穿
業
務

は
ま

w
L

て
自

己
資

金

を
以

て
荘
澄

す
る
銀
行

に
集

中
す
､る
で
あ
ら

う

U
云
ふ

の
で
あ

る
O

Aヽ

更

に
或

は
帝
国

銀
行
を
し

て
利
付

の
預
金
を
牧
受

せ
し

め
預
金

の
集

中

を

乙
J
に
は

か
ら

ん

だ
す

る
提
某

も
あ

る
｡

ワ

グ

ナ

ー
の
如
き

は
其

の
顕
著

覆

る

1
人
で
あ

る
0

1
八

七

五

年

の

銀

行

法

は

帝

国

銀

行

に

利

付

預

金

の

収

受

在

禁

じ

て

ゐ

る

わ

け

で

は

な

い

が
'英

の
額

は

資

本

金

及

び

積

立

金

ら

組

額

を

超

過

す

る

=

と

な

許

さ

れ

な

い
｡

そ

し
て

茸

際
.に

於

て

ほ

一
八

七

年

率

五

月

三

十

一
日

以

来

帝

国

銀

行

は

利

付

預

金

の

収

受

毎

や

つ

て

ゐ

な

い
｡

辺
上

の
諸
集

は
其

の
方
法

だ
程
度

に
索

で
乙
を
差
異
あ

れ
東

の
日

ぎ
す
所
は
等

し

-
預
金



業
落

掌
食
費

銀
行
よ
h
奪

っ
て
別

の
短
期
信
用
横
蹄

に
移

さ
ん

だ
す

る
も

の
で

あ
る
が
芝

だ

反
対

に
新

た

に
最
期

工
業
金
融

の
中
央
機
関

を
起

し

こ
の
方

宙

に
於

は

る
粂
萱

銀
行

の
活

動

を
制
約

し

て
分
糞
主
義

に
接

近
せ
ん

だ
試

る
も

の
も
あ

る
Q

例

へ
ば

フ

ェ
ク

ッ

ク

で

へ
と

&

一
波

の
提
某

の
如
し
｡

身
碓
問
題

は
ま
允
種

々
在
灸

の
合
食

の
討
議

及

び
決
議

に
屡

々
上

つ
允
｡

1
九

〇
三
年

の
税
制

並

に
喜
捨

改
良
家

聯
合
第

甘

八
回
絶
食

(DerX
X
V
III･G
eneralver
sam
-

lur.gd
e

rV
erein).gtlr,g
derS
te
u

el-
un
d
W
irtschaftSrefo
rm
er)の
決
議

の
第

l
節

は

一
八
九

六
年

六
月
十

七

日

の
帝
閣
議
倉
議
決

の
意
晩

に
於

け

る
預
金
銀
行
法
劫
直

し
小
切

手
制
度
を
取
締

る
べ
き

裁

定

も
合

め
y
)の
通
過

を
以

て
慮

眉

の
急
務

寄
り

だ
覆
し
'且
其

の
法
規

に
於

て
は
純
預
金

銀

行

W
投
機
銀
行
(詮
穿

馨
街

及

び
企

業

設
茎

だ
を
区
別

す

べ
し

だ
云

っ

て
ゐ
る
.

=

の

決

議

.1

云

ふ

1
八

九

六

年

六

月

十

七

日

の

帝

国

議

骨

の

議

決

4
'
は

恐

ら

-

ア
.ル

エ

ム

伯

寄

其

の

他

の

提

出

_こ

か

～

る

預

金

銀

行

取

締

法

案

の

附

托

を

-

け

iI
委

員

曾

_こ

よ

っ

て

議

曾

11こ

提

出

さ

れ

大

多

数

45.
以

て

通

過

し

i1
(
1
八

九

六

年

六

月

十

七

日
)決

議

案

私

指

す

の

で

あ

ら

う
0

ア

ル

エ

ム

伯

筒

の

提

出

し

i1
法

案

と

に

預

金

業

務

の

み

を

皆

む

銀

行

と
'資

本

金

の
年

額

以

上

の

預

金

な

保

持

L
t而

か

も

自

己

の

計

算

にこ

於

て

企

業

な

設

立

し

又

に

弟

三

者

の

設

立

し

ii
る

企

策

に

射

し

て

韓

株

を

行

ひ
､或

は

自

己

又

に

他

人

の

計

算

に

於

て

投

機

業

容

を

替

む

銀

行

と

な

区

別

し
､其

の

各

に

封

し

貸

借

封

照

夫

の

形

式
を

初

吟

と

し

て

替

業

取

締

の

強

行

も

別

々
に

ニ

せ

ん

と

す

る

も

の

で

あ

る
｡

こ

の

法

案

の

附

托

を

第
三
十
八
金

(
七
六
1
)

論

説

銀
行
制
度
に
於
げ
ろ
米
審
主
義
と
分
巣
立
義
の
壊
近
(其
1)第
五
硯

七



撃

二
十
八
番

(
七
六
二
)

論

耽

銀
行
別
皮
に
於
け
ろ
先
哲
主
義
と
分
業
主
義
の
せ
近
(其
1)第
五
戟

八

ぅ

け
L
L
嚢

見

合

は

茸

施

尉

難

其

他

の

塊

由

の

下

に

之

を

絃

律

と

な

す

こ

と

に

は

反

勤

し

米

が
'其

の

趣

旨

_‡

大

にニ

勘

考

の

僧

侶

め

り

と

し

協

議

の

結

果
'

預

金

の

安

全

な

期

す

る

霜

吟

に

何

等

qP

の

取

締

の

必

要
な

ろ

こ

と

を

組

現

大

臣

に
申

請

す

べ

-

決

議

案

を

作

成

し

ii
｡

而

し

て

こ

の

決

議
案

に

短

qp
与

謝

論

の

後

譲

合
な

通

過

し

i1
の

で

み

る
U

!
九

〇
七
年
'T

y
ブ

ル

グ

に
開

か
れ
允
第

三
回
掲
逸

銀
行
家

大
食
(D
eT
IE
,
A
ltegem
eine
I)?

utsche
B
an
kielta
g
)
の
討
議

に
於

て
も
純
預
金

銀
行
設
立

の
問
題

が
諭

せ
ら
れ

允
.

其

の
決
議

は

猶
逸

の
未

だ
其

の
時
機

に
非

き
る

乙
W
を
結
論

し
た

が
､然

し
清
雄
圃
膚

の
増
進

に
伴

払
工
業

儀
自

身

の
資

本
力

十
分

大

k去

る
に
至
ら
ば
純
預
金
銀

行
は
自

費
的

に
起

G
ノ多

-

の
他

の
叙

街
亦
地敵
軍

の
結
果
漸

次
感

を
改

め
て
他
国

に
見

る
が
如

き
預

金
銀
行

と
在

る
べ
き

rJ
E
を
漁

言
し
允

の
で
あ

る
｡
(粥
胡
朗
餅
桐
)

夏

に
銀
行
業

に
通
暁

す
る
有
名

襟
聾

者
､賓
際
家
.官

吏

A
J
重
囲
的

に
鋼

津

し
た

1
九

〇
八
1

3
九

〇
九

年
の
銀
行
調

査
禽
(B
a
nkenq
uete
t90
8
-
19
0
9)
に
於

て
も
開
合

昏
初
盛

穿

銀
街

W
預
金

銀
行

の
分
離

は
問

題

w
L

て
ゐ
覆

い
だ
云
ふ
政
府

雷
局

の
意
向

が
聾
明

n
れ

て
ゐ
先

に

か
ヽ

は
ら
ず
'第

六
問

の
預
金

の
安

各
問

題
其

他

に
隣
聯

し

て
純
預
金
銀
行
特

設

の
必
要

は
種
種

の

方
面

か
ら
提
唱

n
れ

ね

の
で
あ

る
｡
(但
し
其

の
要
求

す

る
改
革

が
極
端

に
す
ぎ

る
盛

砂
に

7

殻
的

承
認

を
得

る

rJ
と
は
出
水

在

か

つ
充

が
｡)



要

す

る

に
斎

藤

論

者

の
豊

毅

隠
輿
論

周

叫
敦
的

賛

同

を
得

る

乙

だ
恕
得

ず
東

の
賓

現

を

凝

る

に
は

萱
ら

雀

か

っ
允

が
癌

逸

銀

行
制

度

の
曹

面

す

る
髪

切

在

る
問

題

だ
し

て
絶

え
ず

上

下

の
注

意

を
惹

S
て
家

光

も

の
で
あ

る
｡

恐
ら

-
揮

寒

に
於

て
為
政
等

の
主
張

す

る

が
如

き

形

に
於

y
純

預

金
銀

行
秀

至
純

詮
券

銀
街
)の
設

立

が
賓

現

n

る

ヽ

rJ
と
は
あ

る
ま

い
O

が
併

し

彼
等

の
指

摘

す

る
兼
営

主

義

の
故

障

は
何

等

か
の
方

法

に
よ

っ
て
解

決

を
見

覆

い
で

は
止
ま

在

S
で
あ

ら

う
｡

券

種

諭

が

理

由

だ
し

溌

諭
接

は

確

か

に

7
殻

の
傾

聴

を
要

求

す

る

に
十
分

で

あ

っ
た

の
で

あ

る
.

本
筋

_こ
於

て

述

べ

i1
分

離

論

諸

提

案

の

記

述

に

其

の

材

料

を
.
B
an
k
en
gucte
の

港

吟

に

帝

国

銀

行

が
砕

tこ

用

意

し

ii

W
ate
ria
len
zu
r
F
ra,O･e
d
e
S
D
op
o8iten
wesen
s
_こ

収

録

の

資

料
'
及

び

Riesser
の

G
ro
SSbank
en
四

三

也

貫

以

下

の

所

論

よ
り
探

つ
il
O

≡

掲

逸
大
銀

行
経
営
態
様

の
推
移

然

ら
ば
質

際

に
於

て
銀
宥

露
営

の
態

様

は
如

何

に
慶

遷

し

り

ゝ
あ

る

か
O

衆
説

の
甲

翰

乙

駁

の
中

を
猶

逸

の
大

銀
行

は
徐

々

に
然

し

覆

が

ら
確
賓

に
預

金

銀

行

に
接

近

し

っ
ヽ
あ

ら
だ

云

払
得

る
｡

其

の
澄

左

の
三

四
を
馨

げ

y
見

や

う
｡

第

1
は
自

己
資

傘

資

本

金

及

び
積

立

金
)封
'外
務

資

金

(D
epositen
及

び

弼
rea
it
oren在
る
項

下

に
包

含

n
る

ヽ
金

額
)の
比
率

の
慶

蓬

で

あ

る
.

第
三
十
八
番

(
七
六
三
)

論

説

銀
行
制
度
に
於
げ
ろ
無
替
重
責
と
分
業
主
義
の
接
近
(
其
l)
第
五
携

九



第
三
十
八
番

(七
六
四
)

論

説

銀
行
制
度
に
於
げ
ろ
無
替
主
義
と
分
業
主
義
の
損
近
(英
I)
第
五
競

70

何

を

]L

が

.･5

-
テ

ン

と

云

ひ

何

私

ク

〉

デ

ィ

･L

I

レ
ン

と

云

ふ

'p

_二

親

い

て

は

聾

者

の

解

樺
にこ

於

て

も

茸

際

の

慣

習
に

於

て

も

1
足

し

て
ゐ

な

い

の

で

之
を

邦

評

す

る

の

_こ

苦

し

む

次

第

で

あ

る
rb

差

鰹

に

於

て

=

の

二

項

の

合

計

に

顧

客

及

び

他

銀

行

よ

り

の

預

金
'
預

託

金

及

び

嘗

座

勘

定

を

其

の

主

な

る

内

容

と

し

て

ゐ

る

と

見

て

差

支

な

い
｡

ラ

ン
ス
ブ
〝

グ
が
其

の
薯
｢燭
,逸

銀

行
諭
し壷

九
頁
)に
錫

ぐ

る
朗

の
数
字

に
よ

h
二

九

五

七
年

1
八
七

二
年

及

び

7
九

〇
七
-

1
九

〇
八
年

に
於

け

る
普

通

銀
行

の
外

乗
資

金

が
銀
行

の
各

資
療
(即

ち
自

己
資

金

及

び
外
務
資

金

食

計
一に
封

し

て
責

め
各

期

倉
を
算

出

し

て
見

る

亡
次

の

如

-

で
あ

る
｡

一
八

五
七

年
末

1
八
七

二
年

末

一
九

〇
七
年

=

〇
八

年

更

に
､
｢狗
逸

エ
n

ノ

ミ
ス
A
J政

の
費
行

に

か
1
る
｢
1
九

二

〇
年

に
於

け

る
狗

逸
語

銀
行
L
(

二

八
頁
)に
よ
れ

ば

前

記

の
.I,
1
セ

ン

チ

-
デ
は
次

の
如

し
｡

一
八
九

五

年

i
九

〇
五
奪

:.<71iL:II,.+'∵

て
い

七

二
･

〇
%

七
二
･二



一
九

〇
六
年

1
九
〇
七
年

一
九

〇
八
年

1
九

〇
九
年

l
九

二
〇
年

7
九

l
一
年

一
九

二

1
年

六
七
･八

六
七
⑳七

六

九
･
〇

七

〇
エ
ハ

七

二
ヱ
一

七

㌃
五

八
四
･五

一
九

一
五
年

l
九

一
六
年

1
九

丁
七
年

一
九

一
八
年

1
九

1
九
年

】
九
三
〇
年

七
六
･五

八

〇
･八

八
六
エ
八

八
九
二

九
三
エ
ハ

九
四
･八

戦
後

に
於

け

る
外
務
資
金

の
狂
乱
的
増
加

は
馬
克

暴
落

の
結
畢
数
字
的

の
膨
窮

を
遂
げ

た
-

に
過
ぎ

覆

い
亡
二
言
ふ
事

も
出
家

や
う
が
戦
前
既

に
外
務
資
金

は
自

己
資

金

竺

二
倍
を
越

え
ん

か
す

る
勢
至

不
し

っ
J
あ

っ
曇
伯

林

の
銀
行
だ
叶

に
就

S
て
見

れ

ば
既

に
越
し

て
ゐ
革
の
で
･

英
国
絶

銀
行

の

1
九

二
二
年

=
･
-

叫
九

7
四
年

に
於

け

る
暫
金
及

び
静

座
勘

定

が
沸
込
資

本
金

及

び
積
立
金

の
約
十

倍

竺

ホ
し

て
ゐ
髭

の
に
は
比
す

.,(
-

亀
有

S
が
'鴻
逸

の
銀
行

が
童

E
L

■

で
自

己
資

金

に
依
存

す

る

三

吉
ふ

rJ
だ
は
既

に
過
去

の
言
真

だ
在

っ
て
仕
舞

つ
允

三

石
は
ね

は
写
ら

ぬ
.

rJ
の
際

特

に
珪

意

す

べ
き
は
外
務
資
金

が
葡
林

の
大
銀
行

に
集
中
し

つ
ゝ
あ

る

1
事

で
あ

る
｡

1
九

〇
八
年

に
於

で
全
国

三
百
九
十

二
銀
行
中

五
十

三

の
大

叔
街
は
重
囲

銀

第
三
十
八
巻

(
雲

ハ
五
)

論

説

銀
行
制
度
に
於
け
ろ
釆
替
主
義
と
分
業
主
義
の
接
近
(英
】)
第
五
耽

〓



第
三
十
八
巻

(
七
六
六
)

論

説

銀
行
制
度
_こ
於
げ
ろ
無
替
主
義
と
分
幾
主
義
の
填
実

其
ご
第
五
戟

1
二

村

の
外
賓
資

金

の
約

八
十

パ

ー
セ

ン
ト
を
探

し
夷

に
其

の
八
十

パ
ー
セ
y
ト
中

の
過
竿

は
僅

か
九

ケ
の
貴

大
銀

行

の
手
中

に
あ

っ
光

三

玄
は

る
J

(
fT

ra
t
z指
eaile{:
LS:,r
M
:
an
gk
Be
ndger:
e
f
?e
?
ps
o.s
i
lle5n

WeSe
n
S
)

｢摘
逸

エ

コ
′

ミ
ス
J
の
前
掲
葦

二
二
頁

--
二
五
頁
)に
よ
れ

ば

Z
九

二

〇
年

に
於

け

る
全
国

盲
十

五
銀
行

の
外
務
資

金
中
伯
林

の
八
大
銀
行

の
そ
れ

は
約
七
十

三

.♪
1
セ

ン
LJ･に
貰

卜

__

･･I
-
-

-

､･

･･r

-1･--･rpI､

か
-

て
金
閣

の
預
金

の
最
大
部
分

の
保
管

者
言

寄
れ

る
大

銀
行

の
密

集

政
男

が
昔

日

の
態

を

_

-～-lI
I･
-･･I
y
-J.I-

守

る

rJ
W
は
最

早
不
可
能

で
あ

る
｡

少
-

1J
も
不

可
能

W
覆

り

つ
＼
あ

る
｡

第

二
は
銀
行

の
外
賓
資

金
中
短

期
資

金

が
長

期
資

金

に
封
す

る
劉

食

の
慶

化

で
あ

る
.

｢猫
逸

エ

コ
ノ

ミ
ス
J
の
馨
表

す

る
所
(溺
欄
讐
よ
ち
伯

林
七

大

銀
行

の
外
務
資

金

の
構
成

孝
に

期

間

の
長
短

に
よ
り
分
解

す
れ

ば
左

の
通

う
で
あ

る
｡

七
大
銀
行

だ
し
先

の
は
伯
林

の
大
銀

行

の
中
伯
林
商
事

合

致
が
外
凍
資

金

の
内
静
を
示

n
な

い
の
で
之

を
表

中

に
入
れ

る

rJ
だ
が

出
家

在

S,
か
ら

で
あ

る
｡

七

｡
以

内

の

期
間

竺

紬

耶

以

上

三

ケ

月

有

す
る

も

の

山
九

1
二
年

一
九

7
四
年

1
九

1
六
年

仝

外
苑資
金

五

五

･二〆

六
九
エ
ハ

五
八
･
二

71
1

7･C
tJ
.

二

三

一

二
八
.
六

,
三

ケ

月

以

上

二
二i
八

%

九
◎〇
一三三
一



一
九

一
八
年

l
九

二

〇
年

六
〇
秒七

七
六
･七

而

し

て
七

日
以

下

の
短

期

外
賓
資
金

増
加

の
中

に
於

て
も
要

求
排

の
も

の

J
噂
加

は
特

に

顧

著

怒

ら

だ
云

ふ
｡

其

の
原

因

の

!
は
勿

論
絶

え

き
る
馬
寛

の
下
落

の
褒

め
に
長

期

の
預
金

を
為

す

の
危
険

大

}J
在

り
し
事

や
､投
稜

の
旺
盛

だ
怒
ら
し
盛

砂
に
投
機
資

金

の
預
托

が
増
加

し

先

の

に
も
在

る
が
ま

た

小
切
手

及

び
振
替

制

度

の
登

達

に
蹄

す

',(
き

所
も
決

し

て
少

-

は

を

い
｡

兎

に
角

大

銀
行

の
資

源

が
次
第

に
短

劫

の
外
務
資

金

の
上

に
依
存
し

て
行

-
傾
向

は

特

に
寄

々

の
見
逃

し

て
ほ

な

ら

沿
鮎

で
あ

る
0

第

三
は
銀
行

の
麓

物

的

業
務
絶
額

中
詮
穿

業

務

の
占

ひ
る
部
分

の
鼻

蓬

で
あ

る
0

鶴
逸

大
銀

行

の
活
動

の
重

心

が
讃
穿

乗
務

に
在

っ
た

ビ
云

ふ

rJ
と
は
少

-

}J
も
十

九
世

紀

に
於

て

こ
を
認

め
ら

る

ゝ
が
'大

銀
行
露
資

の
重

鮎

は

爾
凍

益

々
信

用

糞
静
聴

に
｢経
営

信

用
･の

控
輿

}J
結

び

つ

い
た
皆

座
勘

定
｣に
移

う
り

～
あ

る
｡

最
襲

1
九

二

二
空

の
改

版

に
於

て
猶
逸

大

銀
行

の
投

機

的

性
質

の
傭

存

恕
信

じ
軟

く
嘗

版

の
態
度

を
改

め
や

う

ど
し

在

か
っ
た

D
ep
-

ositen
=
und
Spetm
lationsbauken
の
著

者

ア
ド
ル

フ

･
ク

エ

ー
.pl

I
に
封

し
､銀

行
家

に
し

て
理
論
家

を
棄

ね
た

ァ
ル

バ

ー
ニ

ー

γ
は
批
評

の
灸

を
放

っ

て
臼
-
.
(f
r6Talln=-Ge"｡und
K
redit･)

第
三
十
八
馨

(
七
六
七
)

論

説

銀
行
制
度
に
於
げ
ろ
先
哲
ま
義
と

分
光
主
義
の
接
近
(其
])第
五
戟

一三



第
三
十
八
番

(
七
六
八
)

論

説

銀
行
別
度

に於
げ
ろ
奴
替
主
義
と
分
業
主
義
の
接
.g
(
塁

)第
五
戟

]
四

｢多

少
堅

賞

に
審
貸

さ
れ

て
ゐ

る
鶴
週

の
信

用

銀

行

の
秘

書
課

に
働

い
允

乙
と

の
あ

る
人
が
､

若

し

信
用

銀

行

の
主
要

在

る
意

義

が
上
述

の
如

き
方

向

の
姦

穿

兼

務

を
指

す
)活

動

に
在

り

だ
聞

か

さ
れ

先

夜
ら
ば
驚
き

の
眼

を
見

張

っ
て
云
ふ
所

を
知
ら

在

S
で
あ

ら

チ

ビ
7

極

端

に
過
ぎ

允
評

言

で
は
あ

る
が
鴻
逸

現
今

の
銀

行
露
営

の

7
斑

を
覗

ふ

に
足

る
で
あ
ら
う
0

統

計
的
数
字

を
以

て
葦
穿

兼
務

に
於

け

る
活
動

の
推
移

を
辿

る

乙
だ
は
弊

常

に
困
難

で
あ

っ
て
殆

せ
不
可
能

で
あ

る

だ
云

ふ

.{
よ

い
O

何

･fJ
な

れ

ば
纏

で

の
銀
行

が
此

の
方

面

に
於

は

る
.*

活
動

を
讃

穿

薬

診

(E
H
ek
tel,geSCh
aft)乃

至

,"

デ

ケ

･･
ゝ
業

務

(K
onsori-ialg
eScb
aft)
至

芸
ふ

が
如

き

統

7
的

在
頃

日

の
下

に
計

上

し

て

ゐ
る

ビ
限

ら

在

S
か
ら

で
あ

る
｡

然

し
其

の
極
-

7
端

を
推
察

す

る
薦

め
に

一
九

7

一
年
ま

で
は

シ

ソ
デ

ケ
-
ト
勘

定

に
就

い
て
比
較

的

詳
細

在
蟹
表

を
し

て
ゐ
髭

だ
云

ば
れ

て
ゐ

る
ド
イ

ツ
銀

行

の
数
字

を
塵

考

だ
L

y
鴻

げ

て
置
-
.

･(
!
:･
･誓

1;:･
･TI
J
mf

=J.I.1
=
_;

∵

=fi.;:
=
.)

積

極
的
業

務
婚

額

に
封

す
る

シ

y
デ

ケ

-
･1
勘

定

の
割
食

1
八
九
七

年

五
〇
八
房

一
八
九

八
年

五
･
七

1
八

九
九
年

四
命八

l
九

〇
七
年

二
･
九

褒

1
九

〇
八
年

二
･

〇

卒

埼

玉
ヱ
1
〆

i
九

〇
九
年

㌃
五

卒
均

二
･

〇
%



)
九

〇
〇
年

四
･
九

一
九
〇
一
年

五
◎○

l
九

一
〇
年

一
･八

一
九

一
1
年

一
･
八

僻
.
r猟

逸

エ

コ
ノ
ミ

ス
l
の
数
字
(硝
禍
｢臥
孤
鉱
Q
J諮
志

げ
)
よ
り
計
算

し
允

結
果
を
抄
示

せ

ば

次

の
通
り

で
あ

る
｡

伯
林

大

銀

街

の
積
藤
的

発

露
食

計

(拾 撃 妄 銅 管 莞 霊)

第

四
は
総
利

益

中
詮
券

業

務

よ

D

の
利

益

の
毒

ひ
る
割

各

の
鼻

遍

で
あ

?
.

銀
行

の
積

極

的

兼
務

に
於

で
叢
券

業

静

の
重

要

が
演

少

し

っ
､
あ

る
辺

上
盛

街
利

潤

の
童

第
三
十
八
番

(
七
六
九
)

論

説

銀
行
制
度
に
於
げ
ろ
究
替
主
義
と
分
業
主
義
の
接
近
(
英
こ
第
五
米

1
五



第
三
十
八
巻

(七
七
〇
)

論

説

銀
行
制
度
に
於
げ
ろ
簸
皆
主
義
と
分
光
主
義
¢
接
近
(
其
7)
第
五
戟

1六

在

る
源
泉

が
次
第

に
澄
穿
業

務

を
去

る
は
普
然

で
あ

る
｡

乙
の
鮎

に
鞠

す

る
統
計
的
表
現

は

前
項
同
様

甚

だ
不

完
全

在

る
を
免
れ

覆

い
が
試
み

に

〓

一
例

を
奉
げ

て
置
-
｡

ポ

ー
ゼ

ニ

ッ

ク

ス
の
計
算

に
よ
れ

ば

(雲

コ
か
よー
紳
輔
硝
)
僧
林

の
九

銀
行

の
雄

利

益

及

び
其

の
内

評

は
次

の
如

し
｡



r滴

逸

エ

n
ノ

ミ

ス
J･あ

数

字

空

不
せ
ば

左

の
通

り

で
あ

る
｡
(相
和
ri
軌
紅
Q
J諦
加
酔
け
)

九 九 九 九 れ 年吹

′′■■ヽ ′■■ヽ ′■ヽ rヽ ′̀ヽ-一..･...一-I..一■一--■■▲

○ 二 四 六主○五九 〇八 八五 〇三

｢一一･一-~､ 級(薦単 利
馬食

七 セ 八 O - 克官

r 七 九 一 三 ､J 益

七 二 八 〇

%一 二 七 料 よ_I_ 堤.慧 蓋い及 琴
･′ヽ● ●●● ● ナシ′

五 七 〇 九形 ン ′､ノヾ- Jt手 芸チ敬 一.
+七 _.L′ヽ ′ヽ ノヽ● ● ● チヽ.一′

(す出算て し入玉捨四下以克馬幕首L但)

右

二
表

に
於

て
手
数

料

の
増
加

の
顕

著

在

る
は
銀

行

が
自

己

の
計
算

に
於

て
遼
券

投
機

な

行
ふ

よ
h
寧

ろ
他

人

の
計
算

に
於

で
之

を
行

ふ

の
風
次
第

に
多

-
在

う

つ
J
あ

る

l
忍

左

だ

云
ふ
べ
し
｡

弟
三
十
八
巻

(七
七

1
)

論

説

銀
行
制
度
に
於
げ
ろ
先
替
主
義
と
分
光
主
義
の
せ
琴

其
l)
第
玉
城

i
七



第
三
十
八
番

(七
至

一)

論

説

銀
行
制
度
に
於
げ
ろ
無
哲
夫
義
と
分
弟
主
義
の
接
近
ハ其
l)第
五
鋸

r
八

四

濁
逸
に
兼
営
主
義
を
蟹
連
せ
し
め
し
経
済
的
原
因
の
存
否

前

節

に
於

て
資

金
'沿

薩

的

業

務
､積

極
駒

業

務
'利

潤

の
四
方

面

か
ら
猶
逸

大
銀

行
轟
督

状
態

の
推
移

を
覗

っ
た

吾

々
は
東

に
進

ん

で
'猶

儀

大

銀
行

を
食
費

銀
行

だ
し

て
敬
蓮

せ
し

め
し
事

情

が
現
今

に
於

で
も
備

普

時

W
同
様

の
意

晩

に
於

て
存

在

し

て
ゐ
る

か
を
検

し
ね
ば

な
ら
沿
.

神

も
猶

泡

の
大

銀
行

が
兼
営

銀
行

だ
し

て
登
達

す

る

に

空

っ
允
原

因

は

法
枠

上

の
規

定
(例

へ
ば
株
式

禽

敷
設

宜
や
膝

琴

の
取
引

所

上
場

に
蹄

す

tOJ裁

定

の
如

し
)に
も
あ

る
が
感

添
上

の

理
由

だ
し

て
は
特

に
次

の
こ
鮎

を
馨

げ

在
け
れ

ば

在
ら

在

S
.

の貧
窮
な
M
JX

TJ.0
滴

逸

に
於

け

る
大
企

業

の
勃
興

は
甚

だ

急
激

怒

ら
し
上

に
民
力

未
だ
豊

か
在
ら
ず
.従

っ
て
新

興

の
大
企
業

は
自

立

の
能

力

も

在
-

且

直
接

に
民
間

の

資

本
を
既
牧

す

る

乙
だ

も
困
難

で
あ

っ
た
｡

そ

こ
で
大
銀

行

の
族
介

を
必

要

だ
し
た
｡

㌧
･

..
㌔
.

撃

轟

卦
郵

恥
が
切
手
御
恩
の
馨
達
幼
稚
管

卜し
㌃
Iか
to

優

っ
て
銀

行

は
純

預
金

銀

行
業

務

の
み

に

く
は
十
分

在

る
利

益
を

畢

げ

る

rJ
.,J
困
難

に
し

て
感

払
鐙
各

業

務

の
食
費

を
必
要

だ
し
允
｡

前

記

7
九

〇
七
年

に
於

け

る
猫
逸

銀
行
家

大
骨

の
決
議

7g
覇
逸

の
飯
街

が
未

だ
耗

預
金

銀

行

と
し

て
立
ち

行

け

覆

S
童

在

る
理
由

の

一
つ
と
し

て
資

本
金

に
瀞

す

る
添

金

の
割



倉

が
未
だ

十
分

大
在
ち

ぎ
る

乙

?J
漕
馨
げ

て
ゐ

る
O
(細
部
朋
酢
抑
酢
那
)

静

て

fJ
れ
等

の
獣

が
其

の
存
在

理
由

を
次
第

に
先

払
つ
J
あ

る

rJ
･

fJ
は
何

人

も
認

め

き
る

を
得

き

る
所

で
あ

る
｡

第

山
の
鮎

に
就

い
て
は
戦
軍

に
よ
り

て
受

け
た
打
撃
を

考
慮

に
入
れ

る

ど
し

て
も
現
今

の

猪

逸

を
貧
資

国

だ
呼

ぶ

の
不
督

な

る
は
言
を
侯

た
す
､且

投
資

に
関

す

る
民
衆

の
知
歯

も
十

分

に
普
及

し

て
居
り
.更

に
加

へ
て
大
企

業

の
登

達
飯

に
年

あ
rB
大

工
業

魯
敦

が
白

身
並

に
子
倉

敷

に
射

し

て
自

己
金
敵

の
道

に
出
づ

る
傾
向

次
第

に
多
き
等

の
事

情

を
考

へ
食

せ

る
在
ら

ば

大

銀

行

の
悉

-
が
起
業

金
融

に
関

輿

す
る
必
要

は
益

々
減

少

し

っ
ゝ
あ

-

ビ
云

は
ね
ば

怒
ら

在

S
｡

第

二
の
鮎

に
就

S
で
見

る
亀
近
務

の
小
切

手
及

び
振
替
制
度

の
韻

書

な

る
費

展

を
腐

る
客

ら
ば

銀
行

が
其

の
利

源

の
塞
応

戦
頭

金

銀
行
乗

務

町
上

に
置
き

得

る
可
簡

性
愈
､大
だ
琴
-

ク

J
あ

る
を
誰

が
否
み
街

や

う

か
｡

一
九

〇
屯

年
銀

行
家

大
倉

の
決
議

が

紹
預
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